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　アイヌ民族の
家 の 内 外 に は
人々を見守るい
ろいろな神様が
いらっしゃいま
した。玄関の戸
口で目を光らせ
ているのはアパサムンカムイ（apa－戸口 sam－の側に 
un－いる kamuy－神様）です。この男女の神様は、
来訪者に魔物がついてくることがあるため、玄関先で
見張っています。玄関先にはこの神様のための削りか
けが、戸口を形どる左右の柱をその神に見立て、両方
の壁に刺してあり、戸口に向って左側の太いほうが男

お

神
がみ

、右側が女
め

神
がみ

のものです。アイヌ文化では両
りょう

性
せい

具
ぐ

有
ゆう

の神様というのはないそうです。玄関側の鴨
かも

居
い

（男神）
と敷居（女神）にはまた別々の神様がいます。川上側
の外庭は、ロッタミンタラウアンパカムイ（rotta－上
手の mintar－庭を uanpa－掌握する kamuy－神様）が、
川下側の外にはウサッタミンタラウアンパカムイ（usatta
－ 下手の mintar－庭を uanpa－掌握する kamuy－神
様）が守護しています。ミンタラというアイヌ語は日本
語の「御手洗－みたらい」からきているという説もあ
ります。御手洗は元々は神仏に参拝する前に手を清め
る場所です。また、ルコロカムイ（ru－道を kor－持つ 
kamuy－神様）はトイレへの道を担当しています。 
アイヌのトイレは家の川下側の少し離れた場所に作ら
れていました。このル（道）はアシンル（asin－出る 
ru－道）ともいわれます。大便用のトイレは穴を掘っ
て板を渡した簡単なもので、入り口にはよしずがかけ
られていました。男性の小用には低い塀を「コ」の字
型にまわし奥まった所に小穴を掘りその穴に小石を詰
めてあります。夜間には内庭で、バケツのような取っ
手がついた入れ物で用を足したり、生ごみ捨て場で用
を足すことも許されていました。トイレは中身がいっ
ぱいになると埋めてしまい、また別の場所に新たなト
イレを作りました。難産の場合は、女性用トイレでは

排尿・排便するこ
とから「排出する」
能力があるという
ことで、トイレの
板を裏返しにして
お産が軽くなるよ
うに祈ったという

ことです。「トイレの神様」という歌があったように、 
アイヌ文化でもトイレは重要な神様がいる場所でし
た。往

おう

昔
せき

は、トイレットペーパーなどはありませんか
ら、フキやイタドリなど大き目の葉っぱを採って天日
で生乾きにして、しんなりしたものを木の枝にさして
おいて使いました。また、枯れたイタドリの茎を細か
く割って箆

へら

状
じょう

にしたものをホヤイケプ（ho－お尻を 
yay－自分で ke－削る p－もの＝尻な木）としてお尻
をぬぐうのに使われていました。全てが自然に戻るの
で、誠にサステナブルといえます。また、便や尿は排
泄物というだけではなく医療にも使われていました。
マムシにかまれたときは患部にうんちをはりつけて熱
を取ります。また高熱が出たときは肥

こえ

溜
だ

めに身体ごと
浸
つ

ける、またトイレの上水を飲ませたりもします。そ
んなことをして衛生的に大丈夫かとも思われますが、
意外と効き目があったそうです。さらには魔物除けに
も糞

ふん

尿
にょう

が使われました。魔物は人間よりも感覚が鋭い
ため、臭いにおいを嫌がるのだということです。こう
なってくると人間の排泄物も大変重要な役割を果たし
ていたことになります。アイヌ民族は本格的な農業は
していなかったので、肥料に使ったということはあま
りなかったようですが、日本では糞尿は肥料として売
り物にされる商品でした。町の角々には肥溜めがあり、
業者がお金を支払って糞尿を引き取っていたというこ
とです。排泄物も肥料として無駄にせず使い、育った
野菜は食料として供給されるという方式は、究極の持
続可能な社会といえますし、そのような仕組みは世界
でも稀

まれ

だったようです。
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